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団体名

吉川八幡宮文化財保存会 代表者 　会長　　河　内　　是　純 記載者 　難　波　健　吾

所在地（市区町村名のみ）

加賀郡吉備中央町吉川３９３２

活動目的

吉川八幡宮文化財の保存・継承と環境風致の保全を目的とし、それに関わる事業を行っている。

団体の紹介

昭和４１年９月２１日に当保存会を設立し、吉川八幡宮文化財（本殿－国指定重文、随神門・拝殿－

県指定重文、当番祭－県指定重要無形文化財）等の保存・継承と環境風致の保全を目的に事業

を行っている。伝承教室については、その一環として平成１２年から開催しており、小・中学生を中心

に伝承者・後継者の養成活動を継続実施している。

助成を受けての活動内容

1 助成金を受けることで、用具類の整備や更新が計画的に行えるため、安定した活動ができた。

　練習時に損傷を恐れて本物の獅子頭を始め、本番用の用具の使用制限をしていたが、助成金

がいただけることで、使用制限を少しだけ緩和し、本番用の用具を使用する回数を増やすことが

でき、団員の志気が高まるとともに、効果的な練習ができた。

2 今年度は、主として横笛の購入費を助成していただき、曲をマスターした者には即座に笛を

与えることができ、マスターするのに強力なアシスト作用があった。

助成を受けての成果

1 限られた予算を計画的に使用することができ、活動の安定性が保てた。

2 貴財団のように名のある団体から認められ、助成の対象としていただくことで教室参加者や

指導者の志気が高まり充実した教室運営ができた。

今後の活動の課題点

1 地域の子供の数の減少に歯止めがかからない現状で、被伝承者を確保していくこと

2 高価で手に入りにくい用具類を維持あるいは更新するための予算を確保すること

3 当伝承教室卒業生が指導者として積極的に活動できる教室への土台づくり

問い合わせ連絡先もしくは、ホームページアドレス（加入希望の方などへのお知らせなど）

会　 長　　河　内　是　純　　０８６６－５６－７７６２ 吉川八幡宮当番祭に興味関心がある方

副会長　　難　波　健　吾　　０８０－５２３０－３８０６ 祭囃子に興味関心がある方

※ このページは、財団ホームページや印刷物などで公表される資料として使用される場合があります。
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当番祭大祭


